
学
界
消
息

　
　
　
　
史
学
研
究
会
関
係

例
会
　
四
月
二
十
八
日
（
土
）
午
後
一
時
楽
友
会
館

　
脚
下
志
の
「
蹴
舎
耶
∴
「
談
馬
顔
等
国
し
に
つ
い

　
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
　
宏

　
ロ
ー
マ
元
菖
政
治
の
性
格
　
　
　
　
浅
香
　
　
正

　
オ
ア
シ
ス
を
め
ぐ
る
考
古
学
上
の
諸
問
題

　
（
幻
灯
使
用
）
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
三
　
　
敬

例
会
　
六
月
二
日
（
土
）
午
後
一
時
楽
友
会
館

　
律
令
時
代
の
墓
地
に
つ
い
て
　
　
　
麹
田
香
融

　
日
本
考
古
学
の
近
況
　
　
　
　
　
　
小
林
　
行
雄

　
戊
成
変
法
を
饒
る
政
治
的
諸
情
勢
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
山
　
康
失

特
別
例
会
六
月
三
＋
日
（
土
）
午
前
九
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
大
文
学
部
第
「
教
豊

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
史
学
・
地
理
学
・
考
古
学
戦
後

　
　
十
年
の
回
顧
と
今
後
の
課
題
』

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
史
　
　
　
　
黍

地
理
学

考
古
学

水浮松重藤
野田井脇

清典武禎庶
一良敏二幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
井
溝
足

　
　
　
　
　
　
　
東
洋
史
　
　
　
貝
塚
茂
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
地
重
造

　
　
　
　
　
　
　
西
洋
史
　
　
　
会
田
雄
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
満
穂

　
　
　
　
　
報
告
要
冒
は
次
号
に
掲
載
予
定

　
　
　
　
国
　
史
　
関
　
油

壷
至
適
薪
専
攻
生
歓
迎
会
、
五
月
二
日
、
東
福
寺
本

　
坊
に
お
い
て
小
葉
田
、
赤
松
、
柴
瞬
各
教
授
以
下

　
四
五
名
が
集
っ
て
歓
談
し
た
。
な
お
、
新
専
攻
生

　
は
一
七
名
、
大
学
院
修
士
過
程
は
七
名
、
博
土
過

　
程
は
三
名
で
あ
る
。

読
史
会
五
月
例
会
、
五
月
十
二
日
（
土
）
午
後
一
時

　
五
山
派
禅
宗
の
発
展
に
関
す
る
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
大
拙

　
古
代
の
海
民
組
織
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
圭
一

　
草
創
期
の
京
都
の
蘭
学
に
つ
い
て
山
本
　
四
郎

弛覗

j
A
瓜
蘇
［
季
旅
学
行
、
　
山
門
日
μ
九
口
回
　
（
土
）
、
　
爪
仙
葉
田
。

　
赤
松
・
柴
田
各
教
授
、
林
屋
・
梅
漢
講
師
ら
先
輩
、

　
学
生
五
一
名
は
バ
ス
で
近
江
路
を
巡
贋
。
今
堀
日

　
吉
神
社
・
永
翻
弄
・
百
済
寺
・
西
明
寺
を
経
て
午

　
後
八
時
頃
帰
洛
。
永
源
寺
に
お
け
る
開
山
寂
室
元

　
光
の
遺
嶋
、
瀕
明
寺
三
重
塔
壁
画
な
ど
、
数
多
く

　
の
文
化
財
は
大
い
に
一
行
の
興
味
を
惹
い
た
。

読
史
会
春
季
大
会
、
六
月
十
七
臼
（
土
）
京
大
楽
友

　
会
館

　
蘇
峰
の
平
罠
主
義
に
つ
い
て
　
　
　
黒
田
　
　
徹

　
「
草
人
木
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
久
田
　
和
牽

　
近
代
に
於
け
る
罪
悪
の
意
識
の
系
譜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
村
　
円
澄

　
民
権
左
派
の
思
想
　
　
　
　
　
　
　
岩
井
　
忠
熊

　
長
屋
王
の
変
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
薩
木
孝
次
郎

　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
史
研
究
　
山
　
口
　
光
朔

　
近
批
初
期
の
農
村
構
造
に
つ
い
て
　
杉
本
　
嘉
八

　
　
　
　
一
慨
勢
無
丸
領
郎
神
村
の
場
禽
－

　
近
世
大
阪
に
於
け
る
叢
誌
渡
舶
経
距

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
末
ゆ
暫
夫

　
壬
午
に
至
る
日
韓
貿
易
関
係
　
杉
井
穴
三

遠
江
國
心
匠
庄
の
槽
伝
過
程
　
楓
池
嚇
麟

院
政
と
鳥
羽
離
宮
　
　
　
村
肖
簸

　
閉
会
後
・
同
会
館
に
お
い
て
懇
親
会
を
開
催
、
報

此
暑
・
教
授
ら
を
交
え
て
懇
談
し
大
い
に
盛
金
で

　
あ
っ
た
。

大
阪
歴
愛
学
会
春
季
大
会
、
六
月
二
四
臼
（
黛
）
騰

　
酉
大
学

　
絶
対
主
義
形
威
期
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
コ
ァ
的
発
隈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
娠
野
芳
央

．
田
堵
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
　
轟

　
古
代
の
豪
族
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
直
木
孝
次
郎
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学界消息
読
愛
会
七
月
例
会
　
七
月
十
四
日
（
土
）
午
後
一
時

　
中
世
的
氏
寺
の
近
世
的
菩
提
寺
化
　
竹
田
　
忍
野

　
　
一
丹
波
佐
女
波
庄
天
寧
禅
謙
の
場
食
…

　
土
佐
藩
に
お
け
る
討
幕
派
の
形
成
　
池
田
敬
正

　
　
　
　
東
洋
史
関
係

漸
専
攻
生
・
薪
大
学
院
生
歓
迎
会
。
五
月
四
臼
（
金
）

　
三
崎
・
田
村
両
教
授
を
は
じ
め
約
三
十
名
は
、
八

　
瀬
ケ
ー
ブ
ル
前
に
集
合
し
、
比
叡
山
ハ
イ
キ
ン
グ

　
を
か
ね
て
歓
迎
・
会
を
行
っ
た
。
な
お
今
年
の
専
攻

　
馬
土
は
ム
幽
々
篇
、
瓢
制
ふ
八
泌
宇
院
焔
出
静
惨
よ
⊥
課
霜
悔
一
一
一
三
二
、
楠
阿
士

　
過
程
二
名
で
あ
る
。

瓢
入
生
弘
誓
見
学
、
五
月
三
十
一
日
（
木
）
新
入
生

　
一
同
は
人
文
科
学
研
究
所
本
館
の
書
庫
を
見
学
し

　
た
。

東
洋
史
研
究
会
、
五
月
十
一
一
日
（
土
）
午
後
｝
時
半

　
よ
り
、
十
四
総
瞬
号
の
合
評
会
を
行
っ
た
。
な
お

　
席
上
、
宮
崎
品
定
氏
を
会
長
に
選
ん
だ
。

東
洋
史
談
話
会
例
会
、
六
月
二
＋
三
豊
（
土
）
午
後

　
二
時
よ
り
、
東
洋
史
研
究
室
に
お
い
て
、
六
月
例

　
会
を
行
っ
た
。

　
コ
兀
代
の
士
と
吏
に
つ
い
て
」
　
　
勝
藤
　
　
猛

　
　
　
　
頭
洋
史
関
係

新
…
三
軍
生
歓
迎
会
　
四
月
二
八
日
（
土
）

　
　
陽
春
四
月
西
洋
史
専
攻
課
程
に
は
新
た
に
次
の

　
諸
氏
を
迎
え
、
　
「
京
園
」
に
多
数
の
参
会
者
を
之

　
て
薄
暮
ま
で
談
笑
の
申
に
そ
の
意
義
あ
る
門
出
を

　
祝
っ
た
。

　
新
三
鷹
生
、
新
村
椿
　
郎
、
墾
田
幸
男
、
伊
藤
雄

　
文
、
森
田
幸
寅
、
真
継
明
子
、
吉
爾
幹
夫
、
石
川

　
明
、
内
海
佑
治
、
以
上
八
名
。

第
三
回
西
洋
史
読
書
会
春
季
大
会

　
　
昨
年
度
か
ら
秋
の
大
会
と
の
関
係
も
考
え
、
広

　
く
同
窓
生
の
親
睦
と
討
論
の
場
を
つ
く
る
藩
学
か

ら
シ
ン
ポ
ジ
オ
ン
形
式
を
と
っ
た
春
季
大
会
は
本

　
年
度
は
以
下
の
次
第
で
行
わ
れ
た
。
論
題
は
委
員

　
会
に
お
い
て
審
議
を
重
ね
、
結
果
は
な
お
賞
し
の

　
感
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
な
り
に
新
し
い
史
学

　
に
対
す
る
抱
負
が
も
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
多
と
し

　
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
四
月
二
九
日
（
日
）
　
文
学
部
第
八
教
室

　
論
題
　
　
讐
ヨ
ー
P
ッ
パ
に
妬
け
る
ヒ
ユ
ー
マ
ニ
ズ

　
　
　
　
ム
の
低
統
し

　
古
代
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
　
衣
笠
　
　
茂

　
中
止
に
お
け
る
ヒ
ユ
マ
ー
ニ
ズ
ム
　
兼
岩
　
正
夫

　
ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
三
明

啓
蒙
思
潮
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
　
　
杉
村
　
和
子

社
会
主
義
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
　
国
本
哲
男

西
洋
史
咄
耽
無
回
ム
誤
例
ム
取
　
　
編
ハ
管
月
一
日
　
（
金
）

　
鐸
宕
暮
ぎ
ド
凶
窺
閑
養
σ
q
o
笥
8
プ
O
霧
9
鈴
。
9
嶺

　
⇔
窪
切
p
葛
巨
星
。
σ
q
窃
　
　
　
　
　
　
大
島
　
隆
雄

　
芝
猷
§
匂
O
き
弓
　
9
凶
m
鍵
塁
沁
。
噺
h
o
象
a
診
帯
芝

　
く
。
評
℃
翁
隣
　
　
　
　
　
　
　
　
北
村
　
彰
一

西
洋
史
読
書
会
例
会
六
月
二
九
臼
（
金
）

　
著
甲
芝
．
↓
p
ヨ
矯
≧
巽
舅
創
銭
．
隣
b
①
峯
o
ρ
口
。
⇔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
牟
田
章

　
｝
鵠
こ
。
ぎ
し
・
。
炉
コ
お
虫
鴇
竈
①
p
『
碧
8
（
臨
船
琶
註

　
ど
碧
鳥
。
≦
舘
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
　
萌

　
Ω
”
．
Q
D
臨
び
q
昌
。
ご
8
冒
、
。
お
琶
酬
鈴
鼠
。
ロ
q
巴
ご
唱
簿
一
巳
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
田
　
　
仁

　
　
　
　
地
理
挙
関
係

人
文
地
理
学
会
第
十
五
圓
例
会
　
四
月
こ
十
一
日

　
（
土
）
　
　
　
　
　
　
　
　
立
命
館
大
学
文
学
部

　
湖
岸
段
丘
と
先
史
地
理
学
的
資
料
　
堀
江
　
正
治

　
中
国
仏
教
に
お
け
る
枇
界
区
分
説
　
海
野
　
一
隆

人
交
地
理
学
会
第
十
六
回
例
会
　
六
月
九
臼
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
上
清
塩
引

　
紀
川
・
吉
野
川
流
域
の
歴
史
地
理
学
的
研
究

　
　
　
藤
岡
謙
二
郎
・
古
川
清
・
樋
賦
節
夫
・
小
池

　
　
　
洋
一
・
近
藤
忠
・
桑
原
公
徳
・
松
田
儒
・
中

　
　
　
野
栄
治
・
西
村
鱒
男
・
野
田
只
夫
・
大
島
暴

　
　
　
工
・
佐
々
木
高
明
・
末
尾
醜
行
・
谷
岡
武
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雄
．
浮
田
典
畏
・
山
崎
俊
郎
・
矢
守
一
W
彦
　
　
　
ら
奈
疑
朝
及
び
そ
れ
以
後
に
か
け
て
、
数
回
の
埋

地
理
学
関
係
の
総
合
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葬
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
本
年
度
の
文
部
省
科
学
研
究
費
一
第
一
部
史
学
大
阪
府
茨
木
市
思
懸
・
将
軍
山
古
墳
の
調
査

　
（
人
文
地
理
学
）
分
野
に
お
け
る
総
合
研
究
は
、
　
　
三
月
二
臼
よ
り
一
簡
月
間
。
小
林
行
雄
講
師
を
主

　
東
都
大
学
教
授
藤
岡
謙
二
郎
氏
を
中
心
と
す
る
国
　
　
任
と
し
京
大
考
古
学
教
室
員
が
参
加
し
た
。
古
墳

　
府
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
と
、
広
島
大
学
教
授
米
　
　
は
三
島
野
を
見
下
す
丘
陵
上
に
つ
く
ら
れ
た
全
長

　
倉
二
郎
氏
を
中
心
と
す
る
条
里
研
究
と
が
行
わ
れ
　
　
約
一
〇
〇
米
の
前
方
後
円
墳
で
、
長
さ
六
・
五
米

　
て
い
る
。
何
れ
も
そ
の
対
象
を
日
本
全
域
に
ひ
ろ
　
　
の
竪
穴
式
石
室
を
も
つ
。
古
い
盗
癖
に
よ
っ
て
副

　
げ
、
各
地
の
大
学
の
専
門
家
を
ひ
ろ
く
動
員
し
た
、
　
雌
器
の
…
部
を
う
し
な
っ
て
は
い
た
が
、
石
室
及

　
劃
期
的
な
総
合
調
査
で
あ
り
、
そ
の
成
果
が
期
待
　
　
び
盛
土
に
用
い
ら
れ
た
灘
崎
の
層
位
的
な
土
取
か

　
さ
れ
て
い
る
。
国
箭
の
調
査
に
つ
い
て
い
え
ば
、
　
　
ら
、
主
体
部
の
構
築
過
程
を
明
か
に
し
た
こ
と
は

　
す
で
に
轡
勢
国
の
第
㎝
回
の
実
地
調
査
が
終
り
、
　
　
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。

　
近
く
若
狭
・
越
前
・
越
中
の
調
査
が
行
わ
れ
る
予
　
長
岡
京
貌
の
調
査

　
定
で
あ
る
。
条
毘
調
査
も
す
で
に
摂
津
二
二
国
等
　
　
四
月
初
旬
よ
り
一
国
月
闘
。
乙
訓
郡
向
日
町
乙
訓

　
の
地
域
に
手
が
つ
け
ら
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
巾
学
校
の
運
動
場
拡
張
工
事
に
伴
っ
て
寓
塊
の
一

　
　
　
　
考
賞
学
関
係
　
　
　
　
部
が
聡
警
れ
．
・
こ
と
と
な
り
、
轡
隆
康
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
随
時
調
査
に
赴
い
た
。
遺
構
と
し
て
は
約
三
〇

掘
川
高
校
運
動
場
古
墳
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
の
敷
石
列
が
認
め
ら
れ
、
平
安
初
期
の
重
孤
文

　
二
月
二
十
日
一
三
月
翫
日
京
大
考
古
学
教
室
樋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
び
蓮
華
文
瓦
、
鮒
尾
等
が
出
［
試
し
た
。

　
口
隆
康
講
師
が
剛
志
社
大
学
石
部
正
志
氏
と
共
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
古
学
協
会
春
季
総
会
及
び
大
会

　
京
都
市
右
京
区
嵯
峨
野
広
沢
池
西
浦
町
に
あ
る
横

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
五
・
六
白
立
正
大
学

　
等
式
石
室
古
墳
の
｝
つ
を
調
査
し
た
。
内
部
は
す

　
で
に
掩
乱
さ
れ
て
い
た
が
・
遺
物
が
三
層
以
上
の
　
　
下
野
那
須
郡
諸
型
式
文
化
の
細
別
　
渡
辺
　
竜
瑞

　
層
序
を
も
つ
て
確
認
さ
れ
、
裏
朝
十
二
銭
等
の
出
　
　
千
葉
県
白
浜
町
滝
ノ
ロ
貝
塚
　
　
　
野
目
　
華
寿

　
土
品
に
よ
っ
て
、
こ
の
古
墳
が
古
墳
時
代
末
期
か
　
　
岩
手
県
大
船
渡
市
清
水
及
び
長
谷
堂
貝
塚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
正
衛

堵
手
県
大
船
渡
市
赤
崎
町
大
嘗
貝
塚
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
坂
　
輝
弥

相
模
湯
河
原
黒
星
石
採
取
遺
跡
　
　
赤
星
　
直
忠

本
邦
出
土
硬
玉
製
品
に
関
す
る
二
三
の
問
題

栃
木
県
古
墳
数
と
そ
の
様
相

茨
木
市
将
軍
山
古
墳
調
査
概
報

茨
城
県
三
昧
含
量
墳
の
調
査

但
馬
国
B
高
町
の
馬
場
ケ
崎
古
墳

古
墳
村
落
の
研
究

寓
城
県
菜
切
谷
廃
寺
跡
の
発
掘

豊農大小川中
　矯塚林島川
元　 初上守成
国譲重雄一夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
信
雄
・
加
藤
孝

駿
河
国
分
寺
跡
の
発
掘
　
　
　
　
　
石
田
　
茂
作

北
撰
豆
出
土
の
白
鳳
・
奈
良
両
期
に
於
け
る
古
瓦

　
に
つ
い
て

橘
寺
の
発
掘
調
査

経
塚
の
営
造
に
つ
い
て

青
銅
刀
出
土
地
を
め
ぐ
る
遺
跡

穿
孔
あ
る
銅
剣
の
特
殊
性

桃
氏
剣
に
関
す
る
一
試
論

梅
原
教
授
の
最
終
講
義
六
月
こ
十
八
賞

　
八
時
よ
り
京
大
文
学
部
第
一
教
箆
で
、
今
年
度
の

　
講
義
「
考
吉
学
五
十
年
」
の
最
終
回
を
終
へ
ら
れ

＿増三柏三蔵軽
木田木倉宅田部v
射精文亮敏　慈
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単　　界　　学肖　　．麿、

　
る
。
午
後
一
時
よ
り
第
　
教
室
で
文
学
部
主
催
の

　
公
麗
講
義
あ
り
。
　
「
日
本
の
古
代
文
化
」
と
題
し

　
工
時
間
に
わ
た
っ
て
こ
れ
ま
で
の
考
古
学
の
主
要

　
な
業
績
を
述
べ
つ
つ
、
そ
の
欠
陥
を
も
掘
回
さ
れ

　
た
。

考
古
学
談
話
会

　
七
月
四
日
（
水
）
午
後
三
時
楽
友
会
館
に
二
十
三

　
名
が
出
席
。
梅
原
教
授
を
か
こ
む
最
後
の
会
と
て

　
遠
路
参
ず
る
人
も
あ
り
。
教
授
が
「
西
洋
の
東
洋

　
学
考
」
と
頴
【
し
て
ペ
ト
リ
！
、
ペ
リ
オ
、
ミ
ン
ス
、

　
チ
ャ
イ
ル
ド
等
、
親
し
く
学
び
接
し
て
き
た
入
達

　
を
、
そ
の
人
間
的
な
面
か
ら
書
簡
な
ど
を
示
し
つ

　
つ
紹
介
さ
れ
た
。

九
州
地
方
見
学
旅
行

　
七
月
十
臓
…
十
八
臼
。
学
生
指
導
の
見
学
旅
行

　
と
し
て
北
九
州
の
遺
跡
を
巡
る
か
一
行
は
梅
原
教

　
授
ほ
か
教
箋
員
、
学
生
六
名
。
　
（
幸
臼
）
京
都
発

　
（
十
一
日
）
宗
像
棉
社
、
宮
地
嶽
神
社
（
十
二
臼
）

　
福
岡
県
鞍
手
郡
若
宮
町
竹
原
古
墳
、
嘉
憾
郡
桂
川

　
町
王
塚
古
墳
、
筑
紫
都
筑
索
野
町
五
郎
山
古
墳

　
（
十
三
日
）
都
府
楼
鮭
、
国
分
寺
駈
、
水
城
玩
、

　
大
宰
府
神
社
、
観
世
音
寺
（
十
四
日
）
福
岡
県
八

　
女
布
吉
国
岩
戸
山
古
墳
、
八
女
郡
広
川
町
石
人
山

　
古
墳
、
久
留
米
市
高
良
山
手
籠
石
、
高
良
神
社

　
（
十
五
日
）
福
岡
県
浮
羽
郡
吉
井
町
臼
ノ
闘
古
墳
、

月
ノ
岡
古
墳
、
珍
．
敷
塚
古
墳
、
鳥
舟
塚
古
墳
、
原

古
墳
、
（
＋
六
日
）
熊
本
県
玉
名
市
院
塚
古
墳
、

　
石
押
出
村
唐
鍬
報
孟
属
横
穴
、
ナ
ギ
ノ
横
穴
群
、
玉
名
郡

　
菊
水
町
江
田
穴
観
音
古
墳
、
江
田
船
山
古
墳
（
十

　
七
日
）
佐
賀
県
東
松
浦
郡
玉
島
村
谷
口
古
墳
、
浜

　
崎
町
横
霞
草
古
墳
（
十
八
臼
）
帰
京

梅
原
教
授
の
退
官

　
梅
原
末
治
教
授
は
八
月
十
三
日
京
都
大
学
に
お
け

　
る
大
正
三
年
以
来
四
十
三
年
間
の
学
窓
生
活
を
終

　
え
ら
れ
た
。
な
お
教
授
は
八
月
十
四
口
付
で
名
誉

　
教
授
に
な
ら
れ
た
。

編
集
後
記

　
秋
風
の
吹
き
そ
め
る
候
と
な
り
、
こ
こ
に
第
五
号

を
お
送
り
す
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。
智
様
お
変
り

も
な
く
お
過
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
こ
の
夏
は
、
大
変
な
暑
さ
で
あ
り
ま
し
た
が
、
世

界
の
歴
史
は
め
ま
ぐ
る
し
く
動
ぎ
、
予
期
し
な
い
新

し
い
事
実
が
次
々
に
入
間
の
手
に
よ
っ
て
生
み
掛
さ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
自
分
た
ち
の
生
き
て
い
る

国
家
・
世
界
の
真
実
を
み
つ
め
、
そ
の
歴
史
を
ふ
り

返
ろ
う
と
す
る
動
き
が
、
野
々
の
内
に
お
こ
り
つ
つ

あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
史
林
も
、
科
学
的

な
歴
史
学
の
方
法
に
も
と
ず
い
て
、
そ
れ
に
応
、
兄
う

る
だ
け
の
内
容
は
も
ち
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朝
尾
）

印　　　　発　　　　九九
　　　　行　　史亜璽刷

所　　　所　　　牟傘

磯　 皮最戸盤

葛麺諜学羅1顯

重任長喜研撫定

萎黙究一1
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